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第１章 計画の策定について 

１ 策定の背景 

近年は技術革新や様々な分野でのグローバル化などの変化が加速度を増し、社会の在

り方が劇的に変わる時代が到来しています。加えて、新たな感染症の世界的流行、気候変

動や頻発する大規模災害、世界各地で止まない武力紛争など、今の時代を生きる我々が

経験したことない課題に直面し、様々な局面で将来の予測が困難な時代となっています。 
これからの時代を生きる子どもたちには、持続可能な地球環境の維持や個人の幸福は

もとより、社会全体の幸福の実現を目指し、予測される社会の課題や変化に対応しつつ、

予測できない未来に向けて自らが社会を創り出していけるように、教育の在り方も柔軟に

変化し続けていく必要があります。 
このようななか、国では「第４期教育振興基本計画」（令和５年度～令和９年度）の策定に

向けて、現行計画の評価と次期計画への課題を整理すると同時に、高知県では令和４年３

月に「第３期高知県教育振興基本計画」（令和２年度～令和５年度）の第２次改訂を実施し、

急激に変化する社会のなかで子どもたちが次代の担い手として活躍できるような施策を検

討しています。本市においても、平成３１年度より推進してきた「香美市教育振興基本計画

（後期）」（以下、「前期計画」と記載）の計画期間が令和５年度に終了することをうけて、令

和６年度を初年度とする「第２期香美市教育振興基本計画」（以下、「本計画」と記載）を策

定し、本市の教育の一層の推進を図ります。  
２ 計画の位置づけ 

本計画は、教育基本法第１７条第２項に規定される基本計画であり、国・県の教育振興基本計画

を勘案して、策定します。 
また、第２次香美市振興計画を上位計画とし、第２期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略、そ

の他の関連計画との整合を図ります。  
３ 計画の期間 

令和６（２０２４）年度から令和１５（２０３３）年度までの１０年間とします。   

資料編に計画策定の経過を掲載します。 
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第２章 香美市の現状と課題 

１ 香美市の子どもを取り巻く状況 

（１）就学前の子どもの状況 

■０～５歳児の人口の推移  
■幼稚園園児及び保育所在所者の動向   
（２）小学生・中学生の状況 

■小学生数の動向  
■中学生数の動向 

 

 

（３）全国学力学習・状況調査の結果 

■令和４年度の結果（小学６年・中学３年）  
■全国平均との差の推移（小学６年・中学３年） 

 

■全国学力・学習状況調査質問紙調査（小学６年・中学３年）   
（４）特別な支援を要する子どもの状況 

■不登校児童数（小学校）  
■不登校生徒数（中学校）  
■特別支援学級在籍児童・生徒数（小学校・中学校）  
■県立山田特別支援学校在籍児童・生徒数（小学校・中学校）    

統計データと説明文を掲載します。 
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44.9

29.6

17.2

17.9

22.8

11.8

38.4

61.6

62.0

36.5

33.3

26.7

12.2

14.9

0% 20% 40% 60% 80%

国際バカロレア認定校

よってたかって教育

コミュニティ・スクール

地域学校協働活動

香美市学園都市構想

ＣＳＴ拠点校

無回答

市民(n=839)

保護者(n=255)

25.3

12.9

22.6

20.6

40.4

40.4

31.1

33.9

17.8

24.7

20.8

22.0

13.8

21.6

23.4

20.9

2.7

0.4

2.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=839)

保護者

(n=255)

小学生

(n=389)

中学生

(n=422)

【高知工科大学への愛着の有無】

28.5

16.5

15.7

18.7

36.9

35.7

28.8

37.4

14.7

23.1

21.9

21.1

17.2

24.3

33.4

22.5

2.7

0.4

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民

(n=839)

保護者

(n=255)

小学生

(n=389)

中学生

(n=422)

愛着がある どちらかといえば

愛着がある

どちらかといえば

愛着はない

愛着はない 無回答

【県立山田高校への愛着の有無】

（５）アンケート調査からみる教育に関する意識と実態 

■香美市の教育の取組の認知度                 
■県立山田高校・高知工科大学への愛着            

アンケート結果と説明文を掲載します。 
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54.1

30.7

32.0

12.7

11.4

10.3

7.5

6.2

6.0

4.3

2.6

55.0

63.5

32.0

18.0

11.5

7.5

6.5

6.5

3.0

1.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

通学の見守り

学校行事・授業への参加（本の読み聞かせや

社会見学・遠足・体験学習等への協力）

学校の環境整備（花壇の手入れ、

草刈り、木の伐採等）への支援

子育ての相談にのる等

子育て支援に関すること

自分の特技を教えること

（地域の食材を使った調理の指導等）

スポーツ・健康づくりの指導

「まちの先生」として活動すること

体験学習の場所を提供すること

（米作り、収穫体験等）

地域の歴史、文化の伝承

その他

無回答

市民(n=466)

保護者(n=200)

49.3

31.7

40.7

35.5

39.3

41.2

44.6

42.4

8.6

20.9

11.3

17.2

1.8

5.9

2.3

4.6

0.9

0.2

1.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生

(n=811)

小中学生

(n=999)

小中学生

(n=811)

小中学生

(n=999)

クラスの話し合いでは、他の人たちの意見をもとに、

自分の考えを深めることが出来ていると思う

「総合的な学習の時間」では、自分で立てた課題につい

て情報を集め、調べたことを発表する時間が多くある

話し合いの中で、自分の考えを深めたり、

広げたりすることが出来ていると思う

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなど学習活動

に取り組んでいると思う

今回

調査

前回

調査

今回

調査

前回

調査

あてはまる どちらかといえば

あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あてはまらない 無回答

■教育に協力できること・したいこと                     
■学校での取り組み              
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65.8

59.6

38.8

25.7

42.2

18.3

5.7

16.5

4.4

3.3

11.8

6.9

1.5

83.6

83.4

72.7

75.1

50.2

28.2

34.6

20.1

21.1

5.5

6.6

2.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動画を見る

調べものをする

音楽を聴く、ダウンロードする

メールやLINEなどの

SNSでやり取りをする

パソコンやインターネット

を使ってゲームをする

文書を書く、計算をする

SNSに投稿する、SNSの情報を見る

パソコンソフト（アプリ）や

インターネットを使って学習する

買い物をする

自分のホームページを管理する

その他

家では使わない

無回答

小学生(n=389)

中学生(n=422)

44.5

38.8

41.6

37.3

25.4

23.0

8.6

7.7

3.8

31.6

32.8

28.7

18.6

21.9

9.4

8.4

27.9

1.5

0% 20% 40% 60%

使って良い時間数

（何時間まで等）を決めている

使って良い時間帯

（夜は9時まで等）を決めている

アプリをダウンロードをするとき

は保護者に伝えると決めている

使って良いアプリを決めている

LINE等のSNSで気を

つけることを話し合っている

使って良い場所（リビング

ルームで使う等）を決めている

その他

決めている約束ごと等はない

無回答
保護者(n=209)

小中学生(n=811)

40.6

36.0

30.6

20.8

16.5

12.3

11.1

20.8

2.3

23.2

29.9

27.0

16.6

27.0

6.6

5.9

34.4

0.7

0% 20% 40% 60%

小学生(n=389)

中学生(n=422)

【学年別】

■電子通信機器の利用状況                       
■電子通信機器を使うときの約束ごと                
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75,300

84,820

99,536
93,52190,155

101,612

2.82 3.20
3.78 3.58 3.47

3.94

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H28

2016

H29

2017

H30

2018

R1

2019

R2

2020

R3

2021

R4

2022

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

貸出冊数 市民1人当たりの貸出冊数

(冊/人) (冊)

(年度)

【利用状況】

56,579
62,146 67,472

68,324
78,583

87,861

H28

2016

H29

2017

H30

2018

R1

2019

R2

2020

R3

2021

R4

2022

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

蔵書数

(冊)

(年度)

【蔵書数】

２ 生涯学習の状況 

（１）生涯学習環境 

■図書館の蔵書数と貸出冊数の推移             
■体育施設別利用人数の推移 

 平成２９ 

（２０１７） 

平成３０ 

（２０１８） 

令和元 

（２０１９） 

令和２ 

（２０２０） 

令和３ 

（２０２１） 

屋
外
施
設 

土佐山田グラウンド ３，０８０人 ３，７５８人 ２，９３２人 ３，２１０人 ３，５６２人 

土佐山田テニスコート ３，２８３人 ３，７１１人 ４，９１５人 ４，１６４人 ４，７９８人 

市民グラウンド ３，７０８人 １２１，１４１人 １１８，６２８人 ６５，５７９人 ５，６５９人 

市民グラウンド内テニスコート ４，６０８人 ２，９４１人 １，７１４人 １，７３０人 ６３２人 

物部グラウンド １，３８８人 ５，２２１人 ３，３２１人 １，４１３人 １，２２９人 

香北総合型競技施設 １，６５６人 ３，８９７人 ３，８９０人 ３６８人 ７５３人 

農村広場 ９，１０２人 ５，８２８人 ４，２２０人 ２，７９０人 ２，４７０人 

香北グラウンド ７，００４人 ３，４０６人 ２，８１８人 ２，０９１人 １，８９５人 

屋外施設 計 ３３，８２９人 １４９，９０３人 １４２，４３８人 ８１，３４５人 ２０，９９８人 

屋
内
施
設 

土佐山田体育館 １９，０６９人 ２０，１６５人 １８，６５４人 １５，７３９人 １６，１５３人 

佐岡体育館 ５，８４７人 ４，０６８人 ５，１２５人 ２，５４３人 ３，０２３人 

香北体育センター ２６，６９２人 ７，５９４人 ８，０９８人 ３，０３６人 ４，１３２人 

香北武道館 １２，６９９人 １，５５８人 １，２０１人 ２，６６１人 ５，０６８人 

香北Ｂ＆Ｇ海洋センター ２，３６９人 ２，１７０人 １，８１３人 ８６１人 － 

屋内施設 計 ６６，６７６人 ３５，５５５人 ３４，８９１人 ２４，８４０人 ２８，３７６人 

合計 １００，５０５人 １８５，４５８人 １７７，３２９人 １０６，１８５人 ４９，３７４人    
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■国の指定文化財・登録文化財 

名称 種別 所在地 指定年月日 

龍河洞 史跡 土佐山田町逆川 １９３４年１２月２８日 

谷重遠墓 史跡 土佐山田町植（マエヤマ） １９４４年１１月１３日 

龍河洞 天然記念物 土佐山田町逆川 １９３４年１２月２８日 

三嶺・天狗塚のミヤマクマザサ及びコメツツジ群落 天然記念物 物部町三嶺 １９９４年９月１日 

土佐の神楽（いざなぎ流御祈祷） 無形民俗 物部町別府 １９８０年１月２８日 

山本家住宅 建築物 

土佐山田町東本町５－２－１

１ 

２０００年１２月２０日 

松尾酒造主屋 建築物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

松尾酒造北酒蔵 建築物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

松尾酒造西酒蔵 建築物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

松尾酒造南酒蔵 建築物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

松尾酒造表門及び塀 工作物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

松尾酒造煉瓦塀 工作物 土佐山田町西本町５－１ ２００３年７月１日 

百年舎主屋 建築物 土佐山田町東本町２－８０ ２００３年１２月１日 

百年舎蔵 建築物 土佐山田町東本町２－８０ ２００３年１２月１日 

百年舎門 工作物 土佐山田町東本町２－８０ ２００３年１２月１日 

百年舎内塀 工作物 土佐山田町東本町２－８０ ２００３年１２月１日 

百年舎外塀 工作物 土佐山田町東本町２－８０ ２００３年１２月１日 

渓鬼荘 建築物 香北町猪野々５１４ ２０１５年３月２６日 

大川上美良布神社神庫 建築物 香北町韮生野２４３－イ ２０１７年５月２日    
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45.2

30.0

21.6

17.9

13.5

7.0

6.7

15.1

0% 20% 40% 60%

イベント（おはなし会、映画会、マルシェ等）の充実

来館せずに利用できるサービス（Web申請等）

メール配信サービス

（新着本、おすすめの本等）の充実

他市町村との共同保存書庫

（デポジットライブラリー機能）

複写サービスの拡充

（資料のメール送信サービス）

予約資料の有料宅配サービス

その他

無回答 市民(n=839)

生涯学習

機会の充実 文化・芸術活動の充実

地域の伝統・文化

の保護や継承

文化財等の保護・保存

生涯スポーツの充実

図書館サービスの充実

3.30

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

4.10

2.90 3.10 3.30 3.50 3.70

重点取組エリア 継続取組エリア

取組検討エリア取組強化エリア

満足度平均

3.19 

重要度平均

3.76  

満足度低い 満足度高い

重
要
度
高
い

重
要
度
低
い

（２）アンケート調査からみる生涯学習に関する意識と実態 

■図書館で充実してほしい機能                 
■生涯学習環境に対する満足度と重要度ポートフォリオ     
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33.7

23.2

22.2

21.6

21.3

21.0

16.2

16.0

14.9

10.5

7.2

2.1

22.2

3.7

0% 20% 40%

フィールドワーク（まちあるき、

史跡めぐり、古道を歩くウォーキング等）

季節等に合わせた「文化財お出かけ情報」

のＳＮＳ発信や動画配信

文化財に関する看板設置（説明板、道順の案内板）

伝統芸能（踊りや神楽、おなばれ等）の公開

わかりやすく文化財を紹介する

メディア（アニメや漫画等）

文化財総合パンフレット「香美市文化財

まちあるきマップ」のバージョンアップ

文化財についてのシンポジウム、講演会等

ワークショップ（いざなぎ流の御幣切り体験、

舞神楽体験、火起こし体験等）

遺跡の発掘体験

博物館等文化財を展示する文化施設の新設

古文書調査と保管に関する講座

その他

特にない

無回答 市民(n=839)

■文化財活用の取組の参加意向                          
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３ 前期計画の進捗と評価 

前期計画の行動実績と到達目標に対する達成状況、本市教育委員会による内部評価と、学識

経験を有する外部評価員による外部評価の内容を総合的に勘案し、前期計画の総合評価を行

いました。 
＜前期計画の総合評価＞ 

視点 基本的方向 総合評価 

「学ぶ！」 

主体的に学び、社会

を生き抜く力をもっ

た人材を育てます 

（１）きめ細やかな教育・保育の推進と体制整備 ２ 

（２）活力ある保育所・学校づくりの推進 ３ 

（３）たくましく生きる人間力を培う教育の推進 ３ 

「つながる！」 

市民が協働し、ともに

支え合い、高め合う

地域社会を築きます 

（１）香美市のたからを活かしたふるさと教育の推進 ２ 

（２）子育て支援と親支援の推進 ３ 

（３）市民協働で地域の教育力を高める取組の推進 ２ 

「未来を拓く！」 

夢を育み、新たな 

価値を創造する教育

を展開します 

（１）次世代を見通した教育の環境整備と実践 ３ 

（２）高知工科大学との連携 ２ 

（３）生涯を通した豊かな学びと文化・芸術、 

スポーツ活動の充実 
２ 

※評価基準：４：想定以上の成果、３：概ね想定どおりの成果、 

２：成果が得られたが改善が必要、１：見直しが必要 

 

（１）主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 

 

 

 

（２）市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 

（３）夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 

 

 

４ 本計画における課題のまとめ  

施策評価資料から前計画の「視点」ごとに抜粋・要約して文章を掲載します。 
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第３章 計画の基本的考え方と体系 

１ 基本的考え方 

（１）基本理念 

本市では、保育所から大学までの教育機関がそろう恵まれた教育環境を活かし、各教育機関の

連携を密にして、連続して子どもの育ちを保障する教育を行う「香美市学園都市構想」とともに、市

民一人ひとりが主人公となる「よってたかって教育」を推進しています。 
本計画においては、これまでの取組を一層充実し、力強く推進していくことから、基本理念は前

期計画を踏襲し、３つの目標を継承しつつ、子どもたちの健やかな育ちと市民が生涯学び続けるま

ちづくりを進めていきます。 
 

郷土を愛し、未来を創る人づくり 

～学び、つながり、未来を創る～      

 

前期計画と同様に、基本的考え方を図式化します。 

 

「学ぶ！」 

探究的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 

 

「つながる！」 

市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 

 

「未来を創る！」 

夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 
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（２）基本方向： 探求学習の更なる推進 

多くの市民の参画によって、本市の教育を創りたいという願いが込められた「香美市よってたか

って教育」において、「探求あふれる 学園都市 香美市」を掲げて、市内のいたるところで「探求」的
な活動が沸き起こるまちをめざしています。 
これからの時代を生き抜くためには、自ら課題を見つけ、多様な人々と協働しながら解決してい

く力が求められています。探求学習は、偏差値では測れませんが、社会を生きる上で大切な「非認

知能力」を養う重要な役割を果たします。「非認知能力」とは、“自らの意志に基づき考え、判断し、

行動する主体性”、“自ら問いを立てることによって学び続ける探求性”、“多様な他者と関われる協

働性”、“地域や社会における出来事を自分に関わることだと思える社会性”などを指します。「非認

知能力」と、学力テストや知能テストなどで数値化して評価できる「認知能力」は、相互に作用し、お

互いに影響を与え合うものであり、「認知能力」の発達にも役立ちます。 
本市の探求学習は、県立山田高校や高知工科大学の動きとも連動しており、本市と高知工科大

学、県立山田高校、県立山田特別支援学校を構成員とする「香美教育コラボレーション会議」という

連携・協働につながる場を定期的に開催しています。「子ども会議」、「香美教育コラボ・プレゼン・フ

ェア」、「よってたかって生涯学習フォーラム」など、この会議の場におけるアイデアが実現にむすび

ついた事業も多数実施しています。 
「香美教育コラボレーション会議」は、子どもに視点をおいて、子どものためにできることを、参加

者が自由に出し合い、本市における連携・協働の可能性を開拓する会議です。行政主導ではなく、

構成員の自主的な参加により、全員が同じ方向を向いて、子ども主体のより良い教育環境のため

に力を合わせることができる場があるということ自体が本市の特徴であり、先進的な探求学習を実

践できる土壌となっています。まさに「香美市よってたかって教育」を体現するものであるといえ、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に結びついており、こうした活動に関わる高校生

や大学生、市民にとっての「学び」の場となっています。 
また、香美教育コラボレーション会議を通じた連携・協働が広がったことで、市内の小中学校が主

体的に申し出て、県立山田高校や高知工科大学、地域と協働するという意識が浸透し、各小中学

校の探求学習が成果をあげています。 
本市では、子どもから大人まで、市民が社会に関心を持ち、自ら問を立て、考え、調べるという本

当の学びである様々な「探求」的な活動が実践され、生涯学び続けていけるような教育の在り方を、

今後も更に推進していきます。   
（３）基本視点 

①誰一人取り残さない香美市の教育 

②新しい時代に必要な資質・能力の育成 

③生涯 100年時代における市民一人一人のウェルビーイングの実現   
第２期計画全体を貫く視点として、 

以下の３点について考え方を示します。 
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２ 施策の全体体系 

 

 

 

 

第４章 計画の内容 

基本目標１ 探究的に学び、社会を生き抜く力をもった人材の育成 

施策の方向（１）きめ細やかな保育・教育の推進と体制整備 

＜主な施策＞ 

❶０歳から１５歳にわたって子どもの育ちの連続性を保障する保育・教育の推進 

❷子供の社会的自立に向けた就学前からの教育の充実 

❸一人一人の子供の特性や教育的ニーズに応じた支援体制の充実 

 

主な取組 具体的な取組内容 

①子どもの発達や学びの連続

性を保障する就学前教育・保

育の質の向上 

（取組内容） 

②就学前教育・保育と小学校

教育の接続の強化 
（取組内容） 

③共生社会を目指すインクル

ーシブ教育の充実（保学） 
（取組内容） 

④多様な教育的ニーズのある

子どもへの切れ目のない支援 
（取組内容） 

 

 

 

基本目標２ 市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会の構築 

 

 

 

基本目標３ 夢を育み、新たな価値を創造する教育の展開   

施策体系図を掲載します。 

各施策では、「主な施策」「主な取組」 

「具体的な取組内容」を掲載します。（例．１（１）） 
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第５章 計画の推進に向けて 

１ 計画の指標一覧 

２ 推進体制 

３ 市民や多様な団体・機関との協働 

４ 計画の進行管理   
参考資料 


